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大東沢鴻跡は様高1，OOOmの高地に所在する潰跡ですe この遺跡を含め、小野地区において今まで調査事僚

はありませんでした。今回試掘調査を実施し、狭い範療ながらも縄文時代早期の住居祉が出土し、非常に大き

な成果をあげるととができました@

との遺跡は牛首峠を越えると木曽谷に抜けるととができ、東1::向かえば諏訪盆地、北lこ向かえば滋尻市に通

じる古い道筋の途中に存夜します。鱒文人もこの道を利用して、上松町のお宮の森遺跡や、岡谷市の樋沢遺跡、

塩尻市の向陽台遺跡の住人等と交読していたのかもしれません。

今回の調査成果を、縄文時代早期研究の資料として活用していただくととをお騒い申し上げます@

末豊富になりましたが、発掘調査に従事していただいたみなさんにお礼を申し上げます。

ゑ聖子町教育委員会

教育長吉村 和士

朝i

しこの報告書は、砂防ダム用管理道路建設に先立つて実施した長野県上伊那郡長野町大学小野4217番地

他に所在する大巣沢遊民事の試掘調査報告害警であるa

2.試掘調査は、辰野町長矢ケ崎克彦と、伊那建設事務所小池厚の委託契約に基づ昔、実施したe なお、発

掘競査の組織については発掘讃査関係者名簿として別摘したe

3.発掘調膏は平成21年12月7日から平成21年12月呂臼まで現場の作業を仔い、平成22年3Fl23日まで

の間、議物の聖書議および報告書の作成を実施した。

1.発掘現場における記録は福島永が担当し、議機等の実説Hil'<!の作成は板倉裕了、大森語王子、早川裕美子が

行い、遺物の台帳作成嗣接合は村上茂子が行った。また、実測図及びトレースの作成は板倉裕子、大森

淑子、佐藤直子、竹内みどりが行った.

5.調査特及び、整理時に作成した実測図及び写実は句辰野町教育委員会で保管している@
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第 I車 選車事の位置と環境

1. {立置と付近の地形。地質

(1) 地形

辰野町は、南北約70k盟の伊藤谷の北端部、長野県のほぼ中央部に位置する。また、西を木曽山脈の最北部

にあたる経ケ岳(擦高2，2宮6.3m)より遂なる襟高l，100m以上の8つのI[J塊が占め、東には伊那I[J僚の北端部

が延び、北部には霧訪山 (1，305.4冊)を中心とする鱒高官∞-1，300聞の霧訪山山塊が存在する穆この山塊は、

臼本海担tiと太平洋側との分水嶺であり、辰野町のほとんどの水系が太平洋側水系に属しているが、小野区銀沼

の牛酋峠 (l，072m)よそ}両部の一部は千曲)11水系であり、日本海へと注ぎ込んでいるe

一方、議訪搬に源を発する天竜JlIと大城山南山麓でY字形に合流する横)11)11は、 k流に多くの交流を持ち、

V字谷争、沖積地の谷成平野者形成している。

小野主主黄色は横)11)11の支続のひとつである小野JIIの上続部に位置し、山麓とまF患部との壌に存夜する、北東か

ら南西に走る霧訪山断層と、西の牛首峠付近かち東の小野隙付近にかけて飯沼}II沿いに東西に走る断層の活動

によって陥没した「断層角草草地」である。また盆地西部には複合扇状地が形成されているe との扇状地の扇端

部は小野)11によって浸食されて段丘化してお哲、末端部には湧水がわき出ている@

また、盆地から流れ出す荷}IIはすべて小野川の支流であり、東側からは、小野)11の源液となる竹の入)11をは

じめ、検沢J11などが商流し、西山からは駒沢川争、牛首綜を昔話流とする飯沼)iIが注ぎ込んでいる。

(2)地質

長野県はその中央部に日本を代表する大断層~ある糸魚川 静岡構造線がはしり、その東側にフォッサマグ

ナが広がっている。また、南部には中央構造線が東西に縦走し、地質学的には非常に複雑な構造を塁している。

辰野町はとれらの構造線に近い地点に佼賢し、地質的には商F韓日本内帯の主主端部にあたるe とのため、赤石山

脈は辰野町南部で途切れ、木曽山脈の夜嵐岩についても辰野付近で途切れている，

辰野地域は大陸縁辺部で形成された堆積岩を基層とし、東部地域ではその上部に沢底層と呼ばれる領家帯が

のり、その後1:::赤羽層や、議議累層といった砂磯層や火山泥涜堆積物が堆積している。さらに、それを諏訪識

ができる以識に謙章者地方の山々から流入してきた、平出産書といわれる機騒が覆っている@

小野盆地は、西部の山地は奈良井層と呼ばれる中生代の地層であり、東部の山地では鮮新世かち:lI!新院にか

けて堆積した火山噴出物である塩嶺累層が奈良井層を不整合1:::覆い、その k位にテフラをのせているととが多

いa また平地は更新世後期末には霧訪1I1111塊の上昇に伴って浅い湖沼または線地状を呈し、小野泥炭粛を形成

していった。その後、背後の山地をlllJって群積した扇状地主韓積物や、はんらん原機積物が谷底平野を緩い、今

日の地質構造を構成している。

なお、前述のとおり、との地主義には断層がいくつか存在し、小野JIIに沿って帯~tに走る小野JII断層や、ぞれ

以東の断層によって中生代層が落ち込み、その1::1:::新しい地層が厚く覆っていることが地質調査の結果捺主主で

きるようになった。なお、飯招)11や、横)11)11、小横}IIJI日立、谷あいでは北京に涜れているが、途中大きく流れ

を南1:::変えている@これは、奈良井)11と同様に、本来は北1:::向かつて流れる}IIであったものが、断層が動いた

ために弱流するようになったと考えられる。
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2.歴史的環境

小野地区は、枕草子の63段に「雫はー頼めの雫Jと轟かれた京の都にも名をはせた地域であるα

この地区に所在する鍛冶屋畑議跡からは、縄文時代の議翠の大珠が探集されているのをはじめ、明治2年に

廃寺となった神光寺跡からは、白鳳惑と考えちれる布自瓦を藤森栄ーが採集している，さちに、延審式に小野

牧が御牧として記載されている@

戦国時代になると武田信玄が伊那郡に侵攻した際、小笠原長時の家活草開館前が小西城{押野地区)に障を

謙ったとも伝えられている。さらに織塾郊になると、との地域で境界争いが起こ君、笠置の裁許によって唐沢

川付近を境に筑摩郡と伊那郡に2分されることとなり、現在1::至っている。

江戸時代に入ると小里子は初期中山遣の道筋となり、小野宿が整備在れ、今もその町並みが残っている。また、

大沢)11を境として以北が幕府鎮となり、江戸時代を通じて高速領との2つの支間が続くととになるe

また、矢彦盟小野神社iこは中世の諏訪上社の事事使頬湛の神事にも使われていたものと同様の形態と考えられ

る鉄鐸〈ぬきほこ五議鈴}が伝存している。

大栗沢遺跡の存夜する地区は、初期中山讃の議選地点であり、戦国時代に武沼氏が小野に闘所を設けたとい

われる牛首峠1::近い場所に位置している.との付近には峠の頂上付近に縄文時代中期の土器が採集された牛首

峠遺跡(遺跡番号12)や、縄文時代中期初頭と平安時代の遺物が採集された長者ヤー遺跡(14)、石織の採集さ

れている中入u遺跡 (15)が周知の遺跡として存在する。しかし、指定範密外の知(大東沢遺跡商都}でも

黒磁石が採集されるとの地元の人の話もあり、表面採集ではなかなか把鐙で曹ない縄文時代早期の遺構が検出

さたととも考え合わせると、今後期知の遺跡以外でも古い時期の遺跡が発見される可能性が高い。

購買輩調査の髄緯と鰻過

1.保護協議の経過

小野区L[l口地区の、のみ)11の砂防ダム建設に関しては、平成18-1fに協議を行い、工事立会いを実施してい

る。今回はその第2期工事で、のみJIIのさらに上流部に建設する砂防ダムの管理周遊絡を造成する事業である。

との事業についても平成20年度の「平成21年度以降実施予定の公共事業照会Jによって回答がよせられた。

とれをうけて平成初年5月27Bに伊那建設事務所と長野県教育委員会、辰野町教育委員会の 3者で保護協議

を行いもその後、伊那建設事務所と、町教育委員会の2者で同年12月1呂日および半成21年7月15日の協議を

経で事業内容の詳細が判明した。

それによると現在使用されている道路は整地するのみであり、掘削を伴わないものの、東側の一段高い耕作

地は掘削が及ぷ事が判明したため、掘削を行なう地点について試掘調査を行なうこととした。その後数度の協

議者伊藤重量殺事務所と町教育委員会との問で行った後、平成21年宮月30B付で文化財保護法第百4条の通知書

が擬出された。

12月1日に、現地で業者も含めての協議を行った後、辰野町長矢ヶ鴎克彦と、伊那建設事務所長小池厚と

の聞で委託契約を締結し、試掘調査を開始した。なお、調査中に縄文時代早期の住居祉の一部が検出されたた

め、今後の翻査方法について現地で協議を再度行い、住居祉の磁壌が懸念される地点、について遺構を掘り上げ

ることとし、調査を実施した。

5 
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第麗主主発揺調査

1.調査の方法

試掘調査は、あらかじめ設定した3ヶ所の表土聖護機によって掘削し、その後ジョレンを使い、入力によっ

て遺構の検出につとめた。地山商に落ち込みが検出された地点にはサブトレンチを関坑して、遺構の有無を確

認した麹遺構が磁諾された地点、では移植ごてを使用して遺構内の穣土を掘り下げた。

なお、第3号トレンチから土器片が出土し、住居栓が確認されたため、伊都建設事務所との協議を緩てトレ

ンチを拡張し、検出された住居祉を調査することとし、現在の遂の部分については慎重に工事を実施すること

を確認し、保存するとととした。

調査中には必要に応じて遺構畳半額するなどして断爾闘のiJlti量lこつとめた.なお、第3号トレンチで検出さ

れた住居~l:については、当初のトレンチの~t壁が遺構のほぼ中央になると推定し、壁のす:層断頭践者草書;墜した。

また、 トレンチ東薗の断面のlItti最によって、遺構の断面図を兼ねることとした。

遺構の掘り上がった時点で、 1/20の鱗尺を基本にして遺構平面図を、 トータルステーションによる変化点

の取り込み、打ち出しを用いての結線作業で作図した。

なお、調査区の設定は、伊那建設事務所で実施した郷霊童委託業務で設定された任意の座標値を用い、辰野町

で実施中の、地籍競査で設置された境界杭を記録することによって国家摩擦との整会牲をはかることにした砂

基準糠高についても、前述の調ti最待1::業者によって殺讃された仮様高地点 (KBM3:的生日58出)を使刻した@

現場での遺物の取り上げは、 トレンチごとに行い、遺構内の遺物については各遺構lJIJに取り上げたa

また、遺物の整理段階で遺物台艇を作成し、各遺物には出土遺跡名(略称:OGZ) と遺物番号、遺構名等

壷註記した。現場での写真撮影は一線レツカメラを2台使用し、モノクロームネガフィルムと、カラーポジフィ

ルムを用いた。また、出土遺物の撮影にはデジタル一線レフを使用した。

第N章 達量購と遺物

第 1帯住繕祉

第3母トレンチを重機で繍坑したととろ、黒色系の土から土器片が数片出土した。とのため、人力で掘り下

げたととろ、立ちとがりを検出できたので、住居祉と判断した。との住居祉は当初設定したトレンチよ明北部

に広がっていたため、再度重機によって第3レンチを拡幅して調査を行った。なお、東昔話は開発区域外であり、

商絡は遺構1::掘削がおよばないことが確認で曹たため、調査を行っていない。

住居祉の規模はjII径約3血の円形で深さは約50cmであったと推定吉れる。床iliiに一部段差が検出されたが、

性格は不明であるe ピ、ソトlま伶居社中央部に 1ヶ所検出できたのみである。また、南部では被熱地点が擁認さ

れた。なお、床面に硬化面を検出することはできなかった。

遺物

今回の調査では小片を中心に破片が出土した。多くが押裂文および祭文の土著書片であったが、縄文時代中期

初頭および後期の土器片が混入している。

第5図1-10は楕円文である。 11-1邸主山形文である。
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穏警鰻選議援護謬 ヨ虻1:

穣擁護I

。 5cm 

第6圏第l号住居牡出土遺物(1)

第1号土坑

第2号トレンチの中央部に黒い落ち込みがあったため、土坑と判断し調査を行った。しかし完掘した状況で

は不整形であることから、自然の落ち込みの可能性もある。

ピット

第3号トレンチの拡張部分、第1号住居祉北部で検出された。北部のピットは2基が重複しており、平面プ

ランも不整形である。南部のピットは長径50cm程度の楕円形のプランであった。

いずれのピットも深さは5cm前後と浅かった。



。 10αE 

第7図第1号住居祉出土遺物(2)

第V章まとめ

今回の試掘調査は包蔵地の西端で、地形的にも急であったため遺構が検出できるとは予想していなかった。

結果的に縄文時代早期の住居祉が出土したことは、この付近に早期の遺跡が複数存在する可能性が高まったと

いえる。遺物は、帯状施文の細かい楕円文と、若干少ない比率で山形文が存在する。出土遺物が小片で、しか

も点数が少ないため、時期の特定は難しいかもしれない。しかし遺跡西部に牛首峠が存在し、東は三沢峠、北

は善知鳥峠、南は伊那谷へと聞け、松本平や諏訪盆地、伊那谷北部に所在する遺跡と、木曽谷の遺跡とを結ぶ

玄関口のひとつとして、このルートを通じて物資やヒトの交流があったと考えることができる資料が出土した

意義は大きいと考えたい。

また、縄文時代中期初頭と考えられる土器片や、後期の土器片が若干出土しているが、このような高地に、

中期だけでなく後期の遺物も出土した。後期の遺跡が、このような高地で出土した例は町内では初めてである。

早期のみならず縄文時代を通じて、そして近代に至るまで牛首峠が物資の流通のルートとしてその役割を担っ

ていたことを示していると感じざるを得ない。

今後この地域の調査によって、初期中山道と呼ばれる、この道筋の新たな一面が明らかにされていくことを

期待したい。

末筆になりましたが、現場作業から報告書刊行までご協力を賜りました協力者の方々にお礼を申し上げます。
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図版 1

調査前風景



図版2

掘削状況

調 査 状 況

調査地区全景



図版3

第 1号トレンチ

第2号トレンチ
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第3号トレンチ

第 1号住居壮
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報告書抄録

ふ哲がな おおぐりざわいせき

書 名 大築沢遺跡

国i 事 名 砂紡ダム舟管理道路建設にともなう試掘調査報告書

巷‘ 者 名 槙島永

編集機関 E草野町教育委員会

所 在 地 守3官官 0493 長野県上伊那郡辰野町中央1番地 篭話 (0266)41-1681 

発行年月日平成22(2010)年 3月23日

コー ド 日本調j地系
所ふ収り遺が跡な名 所在地

市町村 l遺跡番母 緯|東

調盛期間 調盗面積

~t 経

お大担栗ぐり沢ぎわ遺いせ跡を

長野県上伊那郡 200宮1207
辰野町大学小野 203昌2 13 350 5呂~ 47# 138' 00' 32" 約36rrl
4217番地 200告1208

所収遺跡 種 事i t な時代 ミ主な遺構 t な漬物

居主t 1 
縄文時代早期土器

大東沢濃勝 集落祉 縄 文時代
士 坑 1 

縄文時代中期・後期

十:音量

開発行為に先なつ範関穣認のための試掘調査豊行った所、持著書文を伴った住居城が検出さ

れた。このため、引き続いて破壊の懸念吉れる地点について調査を行った。

特記事項
その結果、被熱地点を伴った住居駄を調査することがで索、当該地に押君主文期の集落の存

ヂ在が想定で昔きるようになった。

なお、縄文時代後期および中期のニヒ器片も出土しているととから、今後これらの時期も遺

構も検出される可能性もある@

大栗訳遺跡

砂防ダム用管理道路建設に先立つ試掘調査報告書
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